
    利根運河                                ２０ 
１． 利根運河の長さが 8.3km, 8.4km, 8.5km との説明があるが、統一する必要がある。 

「流山のむかし」にはムルデルの計画では 2 里４町（約８・３ｋｍ）、「利根運河解説之碑」には約８ｋｍと

あるが、同書では計画書から８・３ｋｍとしている。 
  （流山市観光協会、国土交通省、野田市ホームページでは８．５ｋｍとなっている） 
  根拠は計画書の２里２町余から１里を４㎞として計算。河道はその後変化しているので幾通りもある。 
 
２． 利根運河建設における作業員の宿泊施設は？ 
  作業員宿舎（人足小屋）や近隣の者は通っていた。あるいは知人の家から物置などを借りて通っていたと思

われる。    
 
３． 利根運河をなぜ、国は買い取ったのか。日本も戦争中で大変な時期であったのに。 
  利根運河工事は、本来国が行うべきとして調査までしたが、それを民間に任せた責任があった。関東大震災 
  時、鉄道が被災したので、そのような時の路線確保も視野にあった。治水における河川の管理もあった。 
 
４．昭和１７年に国に売却されたが事業権、運営権の他、債務（借金）まで国が引き取ってくれたのか。 
  内務省は利根川増補工事のため、利根運河買収を利根運河株式会社に提示し、それを受けて会社は 

臨時株主総会で売却を決議した。売却後は会社清算しかないため、債務を含め、清算人が会社整理 
を行った。清算人代表は柳沢清春氏。 

 
５．（１）ビリケンが運河脇に設置した目的は何か。 
   利根運河の支配人森田繁男さんが、大正２年に森田果樹園と「新四国八十八ヶ所霊場」の開設とともに集

客を目的としてビリケンを設置した。大正時代になると、鉄道の発達により水運業が衰退し、運河の経営

が苦しくなってきたからである。 
 （２）２代目ビリケンが令和２年春に延期されたが除幕式はいつになるのか。 
   令和３年３月２５日（土）に設置。 
 
６．利根運河霊場八十八個所設置目的は何か。ご利益は。 
  「霊場創建趣意書」には「大師の徳を運河沿岸に招き、衆生救済の場を作る」とある。  
  利根運河流域の人々の繁栄と安寧を弘法大師の徳にすがるため。 

ご利益については、個人の願い事を願掛けする場所が霊場で、ご利益があるかどうかは個人の心の問題で 
ある。 
大正の時代になると、鉄道の発達により水運業が衰退したこともあり、集客にも貢献した。 
 

７． 利根運河大師堂にある番号の大師をお参りすると、四国霊場の同じ番号のお寺をお参りしたことになるの 
か。 

   四国霊場の同じ番号のお寺をお参りしたことになる。 
   詳細は質問者が調査し、定例会で発表してほしい。 
 
８． 不動坊とは？ 

不動明王を祀る仏堂が不動堂で、西深井の不動堂のある墓地を不動坊といい地元の共同墓地である。 
 



 
                                             ２１ 
９． 利根運河ができたことによる時間短縮は 

具体的なデータとその出典は 
ムルデルの計画書によれば３８．４ｋｍ短縮（「流山のむかし」144 ページ） 

 
１０．利根運河の通行料金 
  何回か改定されたと思うが、具体的な数値を知りたい。 
  「利根運河 120 年の記録」流山市教育委員会編の 38 ページに明治 39 年の通行料金表が掲載されている。 
 
１１．利根運河完成後の経営状況 
  株式会社のため年度毎の貸借対照表、損益計算書が見たい。 
  国に売却した資産価値と売却額を知りたい。 
 
１２．窪田酒造と旧新川屋の位置 
  博物館展示の「利根運河の図」を拡大すると、左側に煙突のある建物、運河を挟んで右側には大きな 
  建物が描かれている。これを窪田酒造と旧新川屋と説明して良いか。 
 
                                              

  その他                                   
１． 江戸時代の流山は天領、知行地、相給等支配地が分散されていたが、行政はどのようになっていたのか。 

 その土地の支配者が行政を行っていた。 
   「流山市史研究」市域村々の近世初期領主と知行者 松下邦夫 
   上記資料に記述があるが、さらに質問者は調査をし、定例会勉強会で発表してほしい。 
    
 
２． 東深井古墳群から出土した馬形、魚形などの貴重な埴輪本体は野田郷土博物館（野田市）や致道博物館 

（山形県鶴岡市）に所蔵されているが、博物館同士で話し合いをする必要があるのではないか。 
   政治的要素が含まれているので、博物館に任せる。 
 
３． 文政期以前の村 

文政期には４１の地名とその支配地域が「流山のむかし」に記載されているが、それ以前は「八木、 
南、名都借、加、鰭ヶ崎、深井、桐ケ谷、野々下、前ヶ崎、大畔、長崎、膝丸」の１２の地名があったと 
聞いている。その地域の場所、この他になかったか調べる方法を知りたい。 

 
４． 四国八十八ヶ所巡り 

・札所の写しとして大師堂を設置する場合は、四国八十八ヶ所巡りの札所のお寺の許可が必要ですか、また 
そのお寺の周囲の砂を持ってきて撒く必要がありますか。 

  ・お大師像の台座に水差しと草履が彫られていることがありますが、何を意味していますか。 
 
５． 神社の御祭神 

誰が、何時、どのような経緯で決めたのか。 


